
「クイズ 獣脚類の謎」にご参加いただいた皆さま、ありがとうございました！
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4つ

答えの選択肢

（記入式）

展示の中で説明されていた内容

初めて羽毛の存在が確認された恐竜、シノサ
ウロプテリクス。その化石に残された羽毛の
痕跡を細かく分析し、鳥類の羽毛と比較する
ことによって色が解明されました。長い尾に
は、茶色と白の縞模様があったようです。

すべての恐竜の共通祖先は、二足歩行性の動
物として誕生し、トリケラトプスやブラキオ
サウルスのような四足歩行性の恐竜も、そこ
から進化して誕生しました。しかし獣脚類だ
けは、その進化の歴史を通じて、ずっと二足
歩行性を保ち続けています。

ファルカリウスは、原始的なテリジノサウル
ス類の一種です。その特徴である体に対して
小さな頭部や、歯の縁のギザギザ（鋸歯）の
粗さなどといったことを見ていくと、この恐
竜が草食性だったことが分かります。

始祖鳥やジェホロルニスなどの原始的な鳥類に
はたくさんの尾椎がありますが、より進化し
た鳥類では「尾端骨」と呼ばれる棒状の短い
骨に変わり、より飛翔に適したコンパクトな
体格になります。現代の鳥類と同じようにエ
オコンフキウソルニスも尾端骨を持っており、
飛翔に適した体つきをしています。

原始的な近鳥類は、前肢だけでなく後肢にも
羽軸のある羽が生えており、補助的な翼とし
て飛行に役立っていました。
合計４つの翼をもつ初期の近鳥類は、木々の
間を滑空したと考えられます。


